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題名：第３版に向けた提案－長延化方式が適用される換算線路長の再定義について－ 

 
 弊社、ADSL サービス（8M/12M/26M サービス）における現状のフィールドデータ（サンプリング

数 約 100万）から、換算線路長毎の加入者数を抽出したデータを以下に示す。 
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図１ 換算線路長毎での弊社加入者数（サンプリング数 約 100万） 

 
 
弊社、100 万加入者を対象にした実測値から、加入者の最大換算線路長は 3500m となった。従って、
現在、長延化方式が適用される距離を 5ｋｍとしているが、長延方式が適用される換算線路長を 3.5km
～5kmと再定義することは、適当と考えられここに提案するものである。 
 
 

－以 上－ 
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